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「淀川水系イタセンパラ保全市民ネットワーク」は 2012 年より淀川下流に存在する

城北ワンド群の 34, 35 号ワンドで定期的に地引網を引き、外来魚の駆除活動を行っ

ている。2024 年も例年と同様に 4 月から 11 月の間に原則、月に 2 日、1 日につき 4

〜6 回地引網を引いて駆除活動を行った。地引網を引いた総回数は 66 回であった。

昨年の 2023 年は 34, 35 号ワンドの北に新規に作られたワンドにおいても地引網を

引いていたが、足場が悪く、苦労する割に捕獲数は多くなかったため、本年は北側の

新規ワンドでの地引網は 6 月と 10 月の 2 日のみ実施した。 

2021 年〜2023 年の間は在来魚を含む総個体数中の外来魚数の割合（外来魚率）

は 3 割ほどに抑えられていたが、2024 年は 4 割を超え、増加していた。外来魚中で

はブルーギルが最多で外来魚個体数の 7 割を占め、次いでオオクチバス、タイリクバ

ラタナゴが約 15%を占めた。ここ数年減少傾向にみられたタイリクバラタナゴの個体数

がやや増加し、オオクチバスはやや減少した。 

2024 年に採れた外来魚の総数は昨年の外来魚の総数と大きくは変わっていなか

ったため、在来魚（特にモツゴなど）の個体数が少なかったことが外来魚率を上げる

要因となった。モツゴなどの在来魚の個体数の変動は 2012 年からのデータにおいて

もみられるため、特別に外来魚率が増加している状況とは思われなかった。しかし、

捕獲・駆除を実施していても、依然として体長 3cm ほどの小型のブルーギルが多く捕

獲されるため、今後も継続して外来魚駆除活動を実施していきたい。 


